
H17年 度第 1回 山日県県民活動察議会会議事録

B時  平 成 17年 5月 20日 (金)10100～ 12100

場所 共 用第 5会議室

(会長)

お配りしております審議会の次第に従つて 議 題を進めてい=た いと思いま坑

今 日はそこに そ の他も含めまして4点 掲げてありますけれど ま ず議題 1の 平成 17

年度県民活動に進事業についてですが 事 務局の方からます質料の説明を頂いて、それか

ら意見舞集を行いたいど思いますので説明をお願いしま汽

(事務局)

[説明省略]

(会長)

ありぶとうごさヽヽます

始めにお話がありましたようにこの尊に関しましては 昨 年度の最後の会議ではまして

そしてまたこの会で再度検討するというものでした 今  ど 説明頂きましたけれど こ れ

に関して何かますご質問を伺いたいと思うんですけれど ご 質問あればお願いいたしまえ

(委員)

市町村どの連携強化ということが今 入 っているわけですよね。当然これは見非やつて

頂きたいのですが こ の実行委員会と市町村との連携というのはど,い うふうに考えて持

られるか ら ょっとお開としたいのですが

(事務局)

それでは お 答えしたいと思います。

県民活動情報交換会というのを実行委員会の企画 ,運 営により 開 催することを予定し

ておりますけれど 賛 村 1本 ―ジロの事業内容の3書 のところを御騎頂きたいんですが

この中に 「情報変換会を開催するにあたつては 市 町村や県関係車業家の漆画を求めて

より効果的な実施を図つていくJと あります こ の情報変換会への接加を勧めていくこと

で 市 町村との連携を強化していきたいというふうに考えております。

(委員)

昨年、行いましたと同じように 県 内各地で情報交換会を開催すると 具 体的には そ

ういうふうになるということですめ、

(事務局)

は い 。

実行委員会の企画 速 営によりまして そ のような形に近付けたいというふうに思って

おります。



(会長)

あリカ`どうござ↓`ま,i

では 他 にご質問でもご意見でも結構です な いでしょうか

(委員)

昨年 前 田ら時に県駈 助団体どの機助による 実 行委員会の構成について皆さんから

せ意見があつて 先 ほども事務局の方おヽら説明があつたんですけれども そ の時の趣旨と

して 本 当に実行力のあるメンタ`―でやつた方がいいんじゃないかということだったと

私は理解してるんですが。

結局団体数は変えないと だ けども 3つ に分かれることによつて 小 回りが利くとい

うことができるんじゃないかということで 団 体数をそのままにして3つ のブ,ン クに分

けたということですよね 穂 認なんですけど

それともう1つ  こ れも確認というか こ ういうことでいいのかなと思つて関きたいん

ですけれども そ うしますとそれぞれのグループ毎は そ れぞれに勝手に集まってやって

ね と いうことでこの実行委員会、 1234回 というのはその通捗状況とか 皆 さんの

道筋がら、んとあっているかどうかというのを 皆 で会って誘をするという場になるとい

うことでよろしいでし■,か

確認で丸 お願いしま抗

(覇 局)

ます■点目 募 集の対象について そ れから個人を募集するのか団体を募集するのかど

いう点について ら まうと糾足的に説明を申し上げたいと思います。

募集対察については 本 当に慎重に検討を重ねてまいりました 個 人を対窯にするのか

どうか と か再度 約 800の 県民活動団体すべてに募集をかけるのかどうかという点も

視野に入れて考えましたが 団 体を構成するのは個人でありますし 企 画力 運 営力を持

った同じ方に実行委員会の立ち上げからキャンベーンの終了技で関つていただくよう摩集

の段階でお盈いをすることで 個 人の全函ttや逮営力Ij生かされるのではないぶ とヽ うヽこ

と そ れから さ らに昨年度 県 民活動共同推進事業において 県 民活動団体にな積極的

に応募いたださ こ の促進事業をどう提え ど う進めていくかを熱心にご検討いただいた

経線からは 非 常に前向きの感触を得ておりまして 一 応のステツプは麟んでいることな

どによりまして、発集のターゲツトを51団 体に絞らせていただきました。

(会長)

1つ 目の質問ですけれど 団 体の方の代表が出ヤ結局数としては前回討議した20る と

いうことになっていることが 前 回多いという意見が出たので そ れが変わらないという

ことは3つのグループに分かれたことによつて解消できると考えておられるのか という

質問だと思うんですがゎ

(事務局)

はい そ うです

それから 会 議のほうですけど 会 議は第 1回と第4回 は 全 実行委員お集まりをいた

だく そ れから直前のここで言います第3回位を全員の方にお集まりいただき 第 2回 と

しておりますようなどころを各チームの進捗状況によつて 回 数を増やしたりすることも



そのあたり【よ柔軟に考えております

(会長)

ちょっと私が質問していいかどうかわからないですが 例 えば 前 回は人数のことで問

題になった訳ですから さ らわと財団や県民活動支援ヤンターのようからどれくらいの方

が人数考えておられて そ れを3つ のグループに分けると 1つ のグループがどれくらい

になるのおヽという人数をお示しいただくと ま たちょつと違うのではないかと思うんです

か い かがでしiう か

(鶏 局)

はい そ うですね。

県民活動団体 20を  3チ ームですとだいたい6～ 7人 に1つ のグループがなるかとい

う風に思いますが そ れに財団 そ れから支援センターのほうから各チームには 1名 な

いし2名入っていただくような形になるんじゃないかと考えております

(会長)

3つ のグループに1名か2る ということです力、

(事議局)

はい。それぞれのグループにですね

(会長)

わかりました。では 1つ のグループがだいたい8名から多いところには9名になる'ヽ

もしれないという そ れくらいの数ですめ、

(事務局)

そうです.

(委員)

続けて今の実行委員会の業務フH― のどころを見ながらお話をさせていただけたらと思

うんですが 例 えば実行委員はこの審議会とは直擦関係なく動いてまいります で  例 え

ば最終回の 11月 中旬の第4回 実行委員会と こ の審議会がリンクして状況を開けるとよ

り良い形で進むのではないかというふうに8つ ておりま丸

というのが 轄 議会がよにあるのは3月 の下旬という形になると 実 行委員会の皆様方

と当然  11月 0日 のボランティアフェスティパルではお会いしたりということはあると

思いますし そ の間に私たちが前年度と同様 地 域に出かけていつて そ ういう場を体験

するということになれは こ こに一緒に何か据茶とか提言とかつていうところの場にいた

ほうが 情 報を共有できるのではないかというふうに思うんですが そ の点はいかがでし

ようか、

(事務局)

今のご意見は 来 年度色本な計画を立てていく上でも非常に大切なことというふうに思

いますので こ の密議会の委員さんと実行委員会の意見交換とかできるような場とい )の

も 今 後検討して加えてみたいというふうに思います



(会長)

ありがとうごさいます そ れは

(事務局)

はい 可 能でありま丸

予算的には可能ですか?

(会長)

わかりました。では、ご検討いただければと思います

ありがどうございます。他にいかがでしょうか。

(委員)

実行委員会に私たちが出ないとすれば 私 たちの思いと言うのは少しは入らないと思う

んですね。それで実行委員にちまつとお議いというか 県 民活動″`ラーアップ僚は 去 年

私も出させていただきました。これは 知 事がお渡しになるからかもしれませんけれども

県庁であったんですが こ れは折角魅力ある地域づくりのたり方を紹介するとあるのに

本当に報道の方しかいないと で  私 たちがちよっといるだけで 折 角なのに誰も知らな

いんですね

で 他 の団体 表 彩されるのは ボ ランティアクェスティパルでま彰されたんですが

そのとき一緒にこれはできないものかな で その時に是非知事にもいらしていただいて

やっていただくというのを実行委員会でtj取り上げていただけたら そ のほうがもっとみ

なさんにパワーアップ賞というものを知っていただく機会になるんじやないおヽと思います

が別価のものなんですが そ の辺は私にもらょつとわからないのでお開きいたしま丸

(会長)

はい。/ ワ`ーアップ賞のことなんですが、いかがでしょう力、

(事務局)

はい 現 在の予定では ″ ワ`ーアップ賞の家彰式は lF年 どおり10現 上旬を予定し

それから 受 賞団体の活動の詳しい紹介を11月 6日 のフォーラムで例年どおりご披露し

たいなとい )ふ うに考えております。けれども そ れを同じ機会に大きな規模でというの

も 今 後また検討させていただきたいというふうに思います.

(会長)

はい。ありがどうございます 他 にないでしょうか、

(委員)

確認なんですけれども こ の実行委員会の,の 主な業務の中に 県 民活動ボランテ″ア

フェスティタ`ルにおけるクォーラムの企画 運 営というのがございますが こ れはボラン

ティア7ェ スティパルの中のフォーラムという一部の企画 運 営ですよね 全 体ではない

ですな 全体は別にあるんですよね



(事務局)

はい。

(委員)

はい。わおヽりました

(会長)

はい。ありがとう_‐ざいます。他によろしいです力i

ではヽし ご 意見せ質問などなければ 次 の議題に移りたいと思います

議題の2ですけれど 平 成 17年 版 県 民活動白書の作成についてです。では 専 務局

の方から説明をお願いします

(事務局)

[説明省略3

(会向

はい あ りがとうございました。

では こ の県民活動自書についてですが 何 かご質問はありませんわ、

ご意見でも緒構でえ

(委員〉

ない。ここの記述のところで 協 働ネントワ~ク 事業と 協 髄事秦とい,書 き方がある

ので ち ょっと意味合いが違ったら教えて欲しいんですけど

(事務局)

椀観ネントワ~ク 事業というのは 平 成 16年 度にきらめき財団のほうで実施された喜

業名でございます で  後 は一般的に 協 働という表現をさせていただいています。

(委員)

県民活動団体が800リ ス トあがつているということなんで 300団 体の一言でも

何かメッセージが機つているというようなものもひとつ 実 態が掴めるんじ、ないかな

練子がわかるんじゃないかなど

それは 市 町村別のFヨうがいいのか ど ういう分類がいいのかわかりませんが ど んな

活動をしているのか 800団 体もあれば か なり管面白いデータにもなるんじゃないかな

と思います。それど併せて 今 どんな調査をおやりになっていうかということ そ の調査

の結果で何をびきだそうとされているのか そ の辺りも併せてお聞かせ願えれはなと思い

ます

(会長)

はい。ではお願いいたします

(事務局〉

固森の調査につきましては 白 書の第 1部 の,で  経 年比較が採れるというのがまず大



前提ということで 昨 年 一 昨年作りました白書のデータと比較できるというような形で

の調査項目が 1ふ と 今 年は 行 政と協抑したい取り組みなどわりますかということで

具体的に県民活動団体さんが 行 政とどういつた事業を臓胸したいかということを自由に

書いていただくような形で調査項目を加えているのと あ と県民活動麦緩センターのあり

方みたいなのを ど うあつてにしいとめ、 どういったこととFr望するとかいうのが書ける

ような形の自由記載とい)の を設けて調査をかけております。

(釜 )

はい。ありがと,ご ざいまえ

始めのご意見の 800団 体の0メ ントっていうのはどうなんでしょうか。可能なんでし

ようか そ れとも 例 えば 今 回の自書ではだいたい何本―ジくらいのものを予定してい

るだというようなことはごぎいますか

(事務局)

だいたいベージ数とか 構 成等についてはだいたい昨年と同じぐらいで考えておりまし

て 内 容的なものが変わればかなりそこのあたりも検討課題になろうかと思います。やは

りかなり団体数が多い関係で す べてというのはなかなか難しい状況とは思いますけど

おつしヽるように確かにいろいるな団体のいわゆる紹介あたりを麟まえて ど んな実態か

というところも重要かと思いますので そ こはまたなんらかの形の検討なりということで。

自書の中での盛り込みというのはちよつと構成のあたりで難しいというふうに考えます。

(委員)

実嫌傑たちが思つている 担 んでいる あ るいはお付き合いしている こ この場合です

と 県 民活動団体なんですけれども 現 場はもつとどんどん変わつているんですまな

例えば構成が20人  30人  あ るいは50大 規模でという人数でいうのか あ るいは

2～ 3人  4～ 5人位でというかということでも分類ができたりするんでしこうけれども

日  々本 当に色方なグループや団体が生まれている も ちろん消えている部分もあるFrPで

すけれども 本 当に一人一人の あ るいは鞭題に応じてそういった動きが多分 沸 々と山

口県内でもいっぱい動いてるんじ、ないか そ ういつたものが粂例を看板||して自書を作

らなくてはいけない あ るいは自書を充実させるというような意味合いを持たせながら、

調査というのをそういう方向のひとつ 柱 も立ててもらいたいなど こ れは 今 年度の作

業ということではなくて こ れから調査される中では 特 に現場が先行して動いていると

, うヽ視点をもつていただけたら 非 常にリアルに状況が掴めていけて あ るいはそれに対

する方策というのも提案できたりするのではないだろうかというような気がします す る

ど ど ,し ても自分たちの活動領域だけで も の事を見たり考えたりしやすいし、先行的

に勁いているのはまだマスコミ側の方が応援気分もあつたりして 小 さな勤きヽ即座に拾

つている気がするなと思うんですけれども そ ういつたところに夕し祖点を持っていけた

らなというような気がします

(会長)

はい。よろしいでしょうか

1つ  自 害のあり方といいますか ど ういうものにしていくかという今後の1つ の課題

でもあるかと思うんですけれども。他には ご 質問 ご 意見ごぎいませんお、



(委員)

作成方針のところの 1行 日に 県 及び市町村の協働事業の主な事例のことについて ち

ェつと提案という)ヽ お話したいんですけど 市 町村ど団体の協働だけではなくそれぞれ

団体同士の協働についても是非触れて欲しいんですが そ の辺はどうお考えですか

(事務局)

費転など提茶でございまして 特 に今回団体間の協的については 16年 度にきらめき

財画で行われた協価ネットワーク事業がまさしくそこの部分で 今 回は特に情報収集はし

ておりませんから こ の部分についてご紹介という形を考えておりますが 今 後も団体間

の臨働でどういうものが行われているのかそこのあたりも調査を行つとか ご 縄楽につい

ては是非 今 後の検討の方をさせていただきたいと思っていまえ

今回はこういう形で団体間の協働についても き らめき財田の事業の紹介ということで考

えておりますので よ ろしくお願いいたします

(会景)

はい あ りがと'ご さいます。

らょっど質問なんですが 脇 働ネットラーク事業つていうところの中に 団 体関の協働

について微れている簡所があるということですか、

(轄 局)

はい。ここの事業自体ぶ各地域での団体で い わゆる機駒によって事業を行われたとい

う、事業の紹介になります。

(委員)

今の協陶ネットワーク車業の詳細を少しお知らせしま丸

llFT e″所できらめき財団から委託を受けてやった 県 員活動支援センターのセンター

長でしたので、少しお謡させていただきます。

大島 柳 封:地区では 約 10団 体位め団体の代表の方が、実行委員会に入つて下さつて

夜 4～ 5回 の会議をもちながら 実 際に東 8月 に行いました。その事業のⅢではみん

なが集まりながら 大 島 柳 井地区に支援センターがあったらいいな と いう話が非常に

出まして提案密が出されました。

その後も既に大島では、3回位実行委員会が開催され 現 在もそういつた方向で動いて

います。それにはやはり Iuttに 根ざした団体さんが お 互いやりたいことがあるし 団

体に任せてもらえたらそういう活動も広がるのにというようなお南もありましたし い い

形で本当に代表的な方がいらつしゃるので そ ういう方々を中心に勘いていま汽

それから柳井の後に行われたのが 小 野口 山 陽地区だつたんですが そ ららでは交流

というような大きなテーマで そ ららにもやはり3団体以上の団体の代表の方が集まって

何回か会議を重ね 実 際に開催されました そ こでのテーマは 団 体のネットワ‐クづく

りということで ア イスブレータ お 互いが緩やかな人間関係ができるような そ ういっ

た体験を行いながら自己紹介を,た り 団 体の紹介をしたり あ とイヽさな分科会みたいな

中で自分達のやりたい話や お 互いの団体を知り合つて今後何ができるかというような

そういった槻駒ネットワーク事業が行われました

そして 3ヶ 所目が萩です。萩では 萩 の子供センターさんを中心に 親 子劇場の分身



の第 1号 のグループされを中卜にしたNFO法 人されが1 表ヽだったん すヽ けど ち =う ど

そのセンターがある商店街を中心として活動をなさったお陰で 2日 田行われましたが

300る 以上の方の譲加があり 高 校生の託児といつたようなおもしろい体験Lで きる

そういつた取り組みも実行委員会の中で提案が出されて行われました

この特徴的なことは 先 1ヨど浦野委員さん"1言われたように 団 体同とが今まで近くに

いたけど交流の場がなくてお互いあまり知らなかったけれども こ ういう会議が重なるこ

とで団体関のネットワークが広がつたということ ま た今後に向けてお互いが知り合つた

ことで次の展開が考えられたという大きな成果を生んだのではないかと思います

薄野委員が言われたように、協働というのは市町村だ1,ではなく、団体閥 も しくは企

業との協働といったような別の視末もあるかもしれませんので大営な形でこういう協駒が

広がつていけばいいのではないかなど思いま汽 少しご紹介させていただきました。

(妻員)

県民活動の関連 実 績というところなんですが 視 点がまだ協鶴事業というのは発展段

lRLにあると思うんですね 芸 年の情報交撲会でもそうですし 私 も市町村の中で色々やつ

ていてもまだまだ発展段階なんで丸 そういう意味ではせつかくのこういう自書で こ う

いぅ考え方でこういう協働をやろうという 始 めスター トしたとか 今 スター トしようと

しているとか そ ういう情報を発信して欲しいなと思うんです汽

とかく こ ラいう成果が出ましたという成果発表というこュアンスではなく 発 展途上

にあるという視点でどういうふうに情報を集めるかというのが問題でし■うけれども や

っげり調査も含めてそういう受信をしていていただきたいなど こ ういうふうに希望しま

す

(妻員)

指ほど団体間の協働とv )ヽふ うに言われたんですけれども や はり色々な団体が 1つ

でltやりにくヽ けヽれども Zつ  0つ  4つ と一鵜になつてやると色々な委純金を墳えた

り 助 成を蛍つたりして大きなことができますよね そ ういうメ'ン トがあつて 臨 働と

いうことを段■道雛しながらやつていると思います そ のときにやっばり実験にやってみ

ますと色々な問題が出てきましてお.で すから今回の事例がたくさん 特 に県というのが

ありますけれども 先 ほどの民FHlの連携なんかで  ヽ協 働の中での色々な役割分担だとか

また何故機働をするのだとか あ るい1まやつてみてどういう問題があるかというのが具体

的にあると こ れからされる方々にとってこの自害がとても参考になると思うんで坑

だから こ の白害のネ」用の仕方っていうのは 団 体にしても県との協働にしても、そう

いぅ意味でこれを見ることによつて こ れからされる方々が 協 働というのはこういう考

えでこういう視点を持ってやらなければならない こ ういうことをしていかないとやはり

メリツトがない 協 働することによつてやはり団体関のメリントがあり よ り力が付くし

また行政もそれによつて力わ`十くみたいな感じめ そ ういつたものが具体的に参考になる

ょぅな衰記の仕方つていうのがあればいいんではないかなというふうに思っています

(会長)

にい。ありがとうございます。

その協働事業の事例紹介のことに関してなんですけど 成 果発表ではなくてスター トし

ている方たちの内容紹介だとかというご意見もでておりますので 今 の2人 の委員のご意



見を合わせた感じでどうい,形 でこの中に事例を紹介なきるのか も しありましたらご説

明いただけませんでしょうか

(事務局)

具体的なものは今から情報収集など行いますので 今 いただきましたご意見を発分譲考

にさせていただとまして 今 後の情報収集 そ れから作業にあたりたいと思います。

ご志見ありがどうごきいまえ

(会長)

はい。ありがとうございます。では、他にご意見ないでしよ

(会長)

はい。ありがとうごぎいました 他 にご意見 ご 賓関ございませんか

(委員)

昨年の県民巨害の作成の1/fもIIs話が出たと思うんですけど 中 学性 高 校の対象を選ぶ

基準というか 全 学校を対線にしてはllFtはやられなかつたんですよね 今 年は 学 校で

すとか、対象の選定というのはどのようにされたんでしょうウヽ

(事務駒

中学生 高 技生のボランティア活動に関してですか 今 由は 昨 年度やつた関係につい

て 今 回はこれについての調査は行つておりません 今 後は経年比較というのもございま

すけど、毎年ということではなくてある程度 2～ 3年 とかに1回 にという形で考えてお

ります。昨年の調査を元によ回には、ご意見を今後検討させていただきます。

(委員)

今のご資関に追加なんですけど 意 見になるかもしれませムみ

大学の学生さんが最近すごくポランティアに興味を持って 色 々な形で関つていらっし

やるので 大 学を対象としたそういつた調査ヽ是井行つていただきたいなど思↓ヽます と

いうのが 県 民活動団体の中で若い方のパワーを貰つて一緒にやりたいという場合 前 日

先生が言われましたけれども 例 えば権光でありましたらどこの担当があり そ れから県

立大学だつたらどこが 山 大だったらどこが 岩 園だつたら と いう■うなその代表の方

のお名前ですとか連絡先 そ れから主な活動やどういうことを今までやってきたかという

ことがわかれば 果 民活動画併さんが最寄の学生さんと一緒に協働事業を行つたリ ボ ラ

ンティアで少し末ヮーが足サない時や知恵が足りない時や若い方々の協力があつたほうが

駒さやすい時 言 っと大きな力になっていただけますので そ ういつた方本の情報という

のを聞係の皆さんは非常に深められている ま た色大な形でそういう方々が地域に出かけ

て行って、インターシップに関りたいという方が非常に増えてきていますので、そういう

方々との車携も図れるのではないかというふうに感じました。

是井機会があつたらよるしくお願いします

(会長)

よろしいでしょうか。



アンター トをとる場合の対象をも)少 し 大 学生のほうまで広げるということですけれ

ども 他 にご意見ございません力、

(委員)

前回の会議で調査の時に セ アリングをできれば充分やつて欲しいという意見もあつた

ど思うんですけれども そ の結果どうなったかをお聞きしたいんですけれども

(事務局)

申し訳ございません Lア リングというのをもう少しご説明していただけますか

(委員)

アンケー ト調査求を見ただけではわからないと思うので 個 別にインタビューというか

そういうことをすると調査票だけでは見えない部分 本 曽に生の声が出るんじ、ないかと

いう意見が前回あつたのでそれについて今回調査の中に駐り込んでいただけたかなという

ことを聞きたかったんです。

(事務局)

今回はいわゆる協働の事例あたりを情報得た上で あ る程度原稿化するには取材も必要

かなと考えておりますので そ このあたりはまたケースパイケースで情報収集の中で取り

入れられるところは取り入れたいと考えております。

(会長)

よろしいですか、

(委員)

はい。ありがどうごさいます.

(会長)

ありがとうごぎいま坑 他にご意見ありませんか

(委員)

広島でも随分者労しているのは企業との関係をどう作つていくのかということなんです

が 今 度編集される自書の企画案の中にも割りと企業のことが書いてなくて 企 業自身も

CSRも 含めて社会貢献をどうしようかというところも大手だけではなくて 中 小もぼち

ぼち考え始めているのではないかと思うんですよね。

そういった先例になるような 企 業が少し果たしている状況あたりも 事 例も含め 方

向性というようなところも ご 継案いただければと思います。これは 県 行政としてとい

う方向性ということになるかもしれませんけれども。そういうのもあると さ つき大学の

関係で連絡先辺りが明穣になればということですけれども NPO側 にしてみても 手 持

ちのこまが見えてくるほうが割りとアタックしやすいんじ、ないかというような気がしま

曳

それとさっき甑酌 団 体間ともそうですし 企 業ともそうでしょうし 今 我々も実際間

題、助成金も活動助成も合めて配分できないという広島の状況からして 今 考えているの



はやはり新しい事業をジョイントしながら作っていくと 脇 働しながら作っていくという(

単なるイベントの部分だけではなくて そ れぞれのNPO団 体が持っている本来の業務の

部分での協働にまで踏み込んでいけるようなしかけというのが多分支援センター辺りの役

目としては井常に米さくなるんではないかなと思つていまえ そういう臓働のあり方もも

うぼちぽち質の面で 割 とネットワークというと仲農く 楽 しく お もしらくというよう

などころでおわってしまいそうなので そ れを踏み越えた形での い つてみればFrの段階

に入つていくような協働の提案というのもあっていいんじゃないかFtSと思いまえ

もらろんそれぞれの県民活動団体では 段 階的にます出会いの場作りということもありま

しょうけれども(を れを 1歩進めてと, うヽようなところでの吾例組分辺りヽ出てくると

イメージも広がってくるんじ、ないかと 企 業がやつているような あ るいは業務の関係

でも異業種変流のような癒しでとんでもない団体と連携することで 次 の発展というのが

でてきたりする あ るいはそれに研究会と称して県の牟部将の関係の方々が入つていただ

く あ るいは国もそうですし 企 業もそうですが、そういつた方々に興Hrr 関心を持つて

いただくようなステージを作るプラツトホームを設定していくみたいなところも 提 実辺

りに出てくると切り日の違う あ るいは視点の連う県民活動の動きというのも期待できる

んではないかなというような気もしますので 自 書がただ単に1年 園の記館でということ

ではなくて 指 導側のある自害というような方向性を提示できるような自書というよ少な

物になればいいな 願 わくば3年 くらい先には自春の編集はNFOに 委話するくらいのこ

とヽ今のうちから考えていただくとありがたいなと思います.

そういうところにも是非期待をさせていただきたいなと思っておりますので 今 のうち

から検討いただければと思います。

(会長)

ありがとうございます

それぞれの団体が 今 の段階よりもステツプアップしていくことがでとるような自書であ

ってほしいということ ま た新しい白書を今度はどこが作るかという新しい提言も出てき

ました。事務局の1まうよろしいですか 何 かありますか

(事務局)

色々な貴重など意見 大 変ありがとうどざいました

(会長)

他にご意見ございませんめ、 なすれば 次 の議題に進みたいと思います

議題 3の 「平成 17年 度審議会スケジユールJに ついてで丸

事務局のほうから乱切お願いしまえ

(轄 局)

[説明省路]

く会長)

はい。あり,Sとうございました

この 審 議会の予定のことに関しましてご質問または ご 意見ありませんでしょうか。

例えば こ ういうことを話し合って欲しいということがあれば 迫 ",の意見を書く紙が



入つていると思うんですが こ ういうところに書いたらよるしいですか

(事務局)

もちろんそれでも結控ですし 他 の手段でも 「こういう風な軍案があるけれども こ う

いうことについて是井話し合いたいので」という風なことでこちらのほうに提案 情 報提

供いただけたら前向きに検討させていただきたいと思います。

(会長)

はい。ありがとうごさいま坑

では 意 見表やメールのアドレスが意見衰の下にありますので メ ールでもいいという

ことですね。

それからちょっと1つ確認なんですが 先 ほど船崎委員のほうからご意見が出ましたけ

れど 実 行委員会の方たちと何か会う場を設けるとすれば 例 えば今第 3回 までの審議会

が書いてあるんですが 2回 目と3回 目の開に 1回 入る可縮性があるということですよ

ね

(事務局)

そうした考え方ヽ出来ますし 4回 目の実行委員会にご一緒していただくというのも1

つのにう方法ではないかなという風に思つておりますので ど ういう阻な方法が最もふさ

わしいのか 効 果的なのかその辺はこれから検討させていただきたいと思います。

(会長)

はい。わかりました あ りがとうございます 時 期としては1日 どこおヽで入るかもしれ

ないという事ですね

今年度の予定に関してはよらしいでしょうわ、

(委員)

7月 の開催は今決めるのは難しいんですか 議 会と、色々な関係があつて決まるんでし

ょうけれども 決 まれば今決めていただくと助かるんですが

(事務局)

7F3の中下旬ということでできるだけ特定は早目にしてお知らせをさせていただきたい

と思いますが 今 の時点では議会が 7月 の 10日 位まで開縮されますので そ れ以後にな

るということだ すがはつきりしている程度で 出 来るだけ早目に調整をしまして皆様方の

ほうにお知らせをさせていたださますのでよろしくお願いします

(会長)

よろしいでしょうか。おにしい中に皆様にこうやつてご出席いただいておりますので

事務局のほうでもなるネく早く出してくだきると思います

では ど 質問 ご 意見なければよに移りたいと思いますが 議 磨 4の 「その他Jで すけ

れど 事 務局のほうからご説明おねがいいたします。



(覇 同)

では や まぐち県民活動きらあき財団さんのほうでの17年 度事業として 「県民活動ヨ

ーディネイ トシステム1の 機察に向けて現在取り組みを進めておられますので 副 電車長

さんからご紹介頂きたいと思います

〈副理事震)

[説明奮略]     ‐

(会長)

ありがとうございました。

では 今 の 「ヨーディネイ トシステムJに ついてご質問 ご 意見ありましたら向いたい

と思いま汽

(委員)

事務局の方にご意見として伺いたいんですけど 先 ほどITに ついてお語がありました

が 実 醸供なんかは去年からこの寄議会に入つて全く秦人でわからない部分が多メあるん

ですけれども 委 員きんと あ るいは実行委員会 あ るいは事務局との電子会議室のよう

なものが開設で営ないもヽなというのがある馬ですけれども そ の中で資料を事前に斡きで

送つてこられていると思うんですけれども そ れには当然経費というあがかかってますし

そういつたのがメールで層けばそれを事前に見て ま たこういつたことを質問してみたい

と言えばまたメールで質問もできますし

それで こ の審議会が次にあるのは7月 くらいですよね。その期FHlぶ当然開くのでその

間 事 務局の割餞  ヽ委 員の皆様に聞いてみたいこととか多分あると思うんで そ ういつ

たことをそういう会議室があれば意見を聞くことができますし ヽ つちのほうがわからな

いことほ遊に委員の曽様にも事務局の皆様にも開けるという利点があると思うんですよね。

今 私 が所届してます驚年部 県 内に今 14団 体で975名 いまして、全国でいいます

と401団 体で3万人の全員がいます こ れが 'エンジエルタッチJ、ATと いうツールを

独自に作りまして 全 員は揺料でできるんですけれども 色 々な情報交換 意 見変換 ピ

ジネスがATで すべてできまえ そういつたものを今開設して利用しているとい)のがあ

るんですけれども そ ういったものを経費的なものもありますが こ の審議会でできるか

どうか ご 意見を伺いたいと思います

鶴 崩

県では 電 子県庁ということでいろいろ進めてはおりますが セ キュリティの問題とか

いろいちありまして 私 どもだtテで作るということが果たして可能であるかどうか情報開

係諜にも確認させて頂いて 今 後の研究課題ということにさせて頂いたらと思います。

(委員)

以前 県 民活動促進条例を作るときに 前 文を当時のメンバーの人たちと話し合うとき

に メ ー'ン グリストを立ち上げてやつたことがあります

団体が全員ではないんですけど そ この委員になっている皆さん方で支えていこうとい

うことで や つたことはありました



ただ 環 境的にメールが使えない方やいつもご覧になれない方もいらつしヽるので 発

言が一部の方に偏つたり 多 くの方のご意見を頂くと別の方からFAX頂 いたのをメール

で打ち込んでお互い共有するといつた一手間かかりましたが そ ういった形で行ったこと

もありましたのでご報告します。

(釜 )

永日委員の始めにおつしやつた書類などの送付ですね そ れをメールで添付するという

ことですが こ れは ど の程度進んでいるのでしょう力i

(軽 月)

今回は 郵 送させて頂いておりますが 今 後 白 吊望等あれば そ れぞれ各委員さんご

とに状況が異なると思いますので '1途調査させて頂いて ご 希望には メ ールを送信さ

せていただくようにいたします

(会長)

それでは 意 見要のところにメールのアドレスを書いていただいて メ ールでの添付希

望としてlFいたら そ れでわかるかと思うんですが

(委員)
コーディネートシステムのことなんですが、進非このシステムを進めてほしいのですが

こういうものは双方向なんですよね。例えば 企 業とお布 政とが大学というのは市民活動

団体に対して 支 援するだけではなくて自分たらとしてメリットがある そ ういう視点だ

ろうと思うんですよね 県 民も情報収集ではなくて 自 分で活動するという前盤があると

そういう意味で 作 つた人が責任を持って活用すると前援があり し たがってユーザーが

どういう問題を抱えてて そ れを ′ ―`ジョンアップの話も出ましたが そ れもやって作

ったものに対して責任を持つと そ して使いにくいところは変えていくと 是 非そういう

方向で進めていただきたいて思います。

(委員〉

具体的にどこかの行政区で何かをやってて、それをモ /1/としているのがあればお開か

せ願いたいのと で きましたら い ろいろなシュッピングモールとかそういうものをIT

を活用していろいろいなところがやつていますけど そ うい,と ころには イ ンターネッ

トだけなんですけど そ の英に店長さんの思いがあつたり 商 品を作つている人の愚いを

感じられたり と いうことがありますので 是 非 さ らめき財団の今の思いが伝わるよう

なものを作つて頂きたいと思いまえ

(謹 親 )

粘県のわいる範囲で 李 考にしているのは援城県で作つておられるのを果庁に行うて耐
本ていますが 新 潟県とか 奈 良県とかありますが 地 岐の要脩とかヨンセプトがあって

異なりますから あ んまり先進事例というのは特にございません。いわば知事のよく言つ

ている山日方式で 山 口県だからやれるというのを理想をいえばそうなんですが 本 当に

ユーザーの方が、県民活動をしたい人も し てにしい人ヽこのシステムの中にみんなどけ

込んで頂いて そ れぞれの奥に,ア リープーの方がおられて そ の思いにも行さ当たると



そういうことを考えておりまして 他 県の先進事例も参考にはいたしますが そ れぞれ速

いますから、

何より、今一番悩んでいるのは山日県のネーミングもそうですけど シ ステムのコンセ

プトをどういつた形でやつていくかをたりながら考えているところです

例えば 菱 疑県は 「v いヽよネツトJと いって巣例韓 などの公共施設の割引があるといつ

た地球通貨のような県有施設の利用券をポイント制にして渡しておられるとかを完りにし

ていますし ど ういった形がいいのか ま たご意見を頂=な がらさちんとしたものにして

ぃきたいと思います

く委員)

今 島 根県と広島県をまたにかけながらやっている活動の中で 環 境のことをやつてて

よく出てくるのがヨーディネーターやブ,デ ューサーなんですけど 最 近とみに言葉を多

く使つているのが イ ンタープリターという言い方で随分議識していまえ

今日のシステムの話を開きながら情報の一元化というのはわからんわけではないですが

ひと,と したらこれから先は一元化ではなくて タ ラスターのような情報も Iす の世界

もクラスターの考え方もいるんじヽないかという思いが逆にしています こ れだけ情報が

いっぱいあってネットの中でも犬も歩けば律に当たるという状況が今あるので 本 当に必

要な"ヽ'ヽというのが率直な騨 r`t だ つたらどうヤヽラジステムを構築するおヽというと

らヽんとしたリンク集でいいのではないお、 結構参考になるような 国 の省庁のホームペ

ージのリンク集が非常に効率が1 い` 特 に 地 域づくりがらみで言うと目交省の地域振興

に関わつているところの地域授興ライブラリーは全国の市町村レベルが合併以前のものが

あったりするのですが 地 域振興のためのプロジェクトを非常にヨンパクトに 券 が多く

されいに出てくるのですが ヨ クパクトというのが非常にいいと思うんですが 知 りたい

ことというのは そ のグループや団体にアクセスしないと無理だと思うんですが そ うい

う一番最初の引き出しの役目というのは ,ン ク集でいいのではないかと思います。

無栞苦茶いつばいあると 本 一ムベージの中でどこをど)探せばいいかと

情報が多くなればなるはど 分 類の数が増えれば増えるほど使いにくくなるホームベー

ジはいつばいあるので、そこら辺も 議 論して頂きたいと思いま曳

技術的なことではなくて 大 きくなることの弊害といつていいかもしれません 県 内の

それぞれの団体や行政や地域やNコ 0が らヽんとしたホームベージを作つて そ こに,ン

クしておくと 身 近な一番いい例として 県 民活動支韻センターの助成金の情報ですよ。

(会長)

ありがとうございました

では 今 の 「ヨーディネートシステムJに ついて別のご質問 ご 意見ありましたら こ

の意見票やメール等でお寄せ頂苦たいと思いまえ

ではこれで本国の議題がす本て終了いたしました。審議を終わりたいと思います。どう

も御撤力ありがとうございました


